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斜面緑地における夜間冷気の形成・流出に関する実測 
～国分寺崖線沿いの緑地を対象として～ 

１．はじめに 

成田らによって、新宿御苑や皇居などを対象に都市内緑

地における夜間冷気のにじみ出し現象について検討されて

きた 1）2）。2012年からは、静穏夜の冷気流出が重力流的な

現象であることから、都内の斜面緑地に注目し、様々な規

模の緑地における冷気流出の実態について報告された。そ

の結果、小規模の緑地でも冷気形成は生じているが、周辺

市街地への明確な冷気流出が起こるには、緑地幅が200m程

度必要であることがわかってきた3)。

そこで本研究では、東京都内でも住宅地近辺に斜面緑地

の多数存在する「国分寺崖線」に注目し、斜面緑地におけ

る夜間の冷気流出の実態把握を試みた。 

２．実測概要 

２－１ 対象エリアと実測方法 

図-1に、国分寺崖線の地形と実測対象とした斜面緑地を

示す。成城三丁目緑地と成城みつ池緑地は同規模の緑地で、

両者ともに比高約 20mの南西落ち斜面となっている。気温

は、自作の自然通風日射遮蔽シェルターに装着した無線ロ

ガーで 1分毎、風向・風速は二次元超音波風速計で 1秒毎

に収録した。基本的には街路灯を利用し、測定高さは約

3.0mとした。 

２－２ 実測期間 

2013 年 8月 2日～9月 30日の夏季 2ヵ月間、集中観測を

実施して得たデータをもとに報告する。 

３．実測結果 

 緑地による冷気形成の差異を比較するため、世田谷総合

高校のデジタル百葉箱の気温を基準として、同一時間帯の

気温差の比較を試みた。 

３－１ 成城三丁目緑地における冷気形成と流出特性 

成城三丁目緑地は、斜面下端部に集合住宅（5 階建）が

連続してあり、冷気流出を妨げる可能性のあるエリアとな

っている。ここでは、一例として 9 月 17 日～9 月 18 日に

ついて報告する。 

 図-2は、19：00～20：00の気温差分布である。斜面全体

に 1℃程度の気温低下がみられるが、南西側市街地への冷

気流出は確認できない。斜面上端部（地点 A）の風向は 19:30

以降静穏状態となり、そこから気温が著しく低下し、20分

程遅れて南西側市街地（地点 C）の気温においても急激な

気温低下がみられる（図-3）。21：30 以降、気温低下と同

時に地点 Aの風向は北寄りの風へと変わり、斜面全体で形

成された冷気は斜面下端部に集まり、湧水源のある池が近
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図-1 国分寺崖線の地形と実測対象エリアの位置 

図-2 成城三丁目緑地の気温差分布（9/17 19：00～20：00） 

図-3 斜面上端部（地点 A）の気温・風向・風速 
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い地点では 2℃以上の気温低下がみられた（図-4）。また、

冷気流出が起こる別の日において、斜面上端部の風向が南

風の場合、北風時より斜面下端部に集まる冷気量は少なく、

市街地へ流出する量も減少する傾向がみられた（図-5）。 

 以上のことから考察すると、成城三丁目緑地における冷気

形成は斜面全体で始まり、その後斜面下端部に冷気が集ま

り、ある程度冷気が蓄積されると集合住宅を超え南西側市

街地へ流出すると考えられる。 

３－２ 成城みつ池緑地の結果 

 成城みつ池緑地は、成城三丁目緑地より樹木密度が高く、

明確な冷気の形成・流出をすると予想したエリアである。 

 19：00～20：00 の気温差分布をみてみると（図-6）、斜

面全体において 1℃程度の気温低下がみられる。その後、

22：00～23：00になると、斜面全体で形成された冷気が斜

面下端部に集まり、中腹から斜面下の広い範囲にかけて

2℃以上の気温低下が確認できる。斜面下端部には、成城三

丁目緑地と同様に湧水源のある池があるため、少なからず

気温低下に寄与していると考えられる。また、冷気形成時

の斜面下端部における風向も東風であることから、東側市

街地へ冷気が流出している可能性が大きい。 

４．緑地間における冷気形成の差異 

 どちらの緑地においても、同一の時間帯に斜面全体で

1℃程度の気温低下がみられ、その後 2℃程度の気温低下が

斜面下端部で認められた。よって、緑地間の冷気形成の差

異は小さいといえる。また、両者ともに湧水源のある池を

有し、その近くでは気温低下量が大きく、持続して冷気が

残存する傾向がみられた。一方、樹木密度による差異はあ

まり明確ではなかった。 

５．まとめ 

 国分寺崖線沿いの同規模の異なる斜面緑地において、夜

間の冷気形成の差異を把握することを試みた。その結果、

今回対象とした成城三丁目緑地と成城みつ池緑地は、何れ

の緑地でも 2℃程度の気温低下が斜面下端部で認められた

ため緑地間の冷気形成の差異は小さかっ

た。冷気形成時、斜面下端部の風向は市

街地側に向いているため、冷気が流出し

ていることが確認できた。また、放射冷

却による冷気形成だけではなく、緑地内

に湧水源のある池が冷却源となり、気温

低下と冷気の残存に少なからず寄与して

いる可能性がある。 
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図-4 成城三丁目緑地の気温差分布（9/17 22：00～23：00） 

図-6 成城みつ池緑地の気温差分布（9/17） 

図-5 成城三丁目緑地の気温差分布（8/14 1：00～2：00） 
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